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最高裁秘書第1979号

平成30年5月11日

林弘法律事務所

弁護士山中理司様

最高裁判所事務総長今崎幸

司法行政文書開示通知書

平成30年4月13日付け（同月16日受付，最高裁秘書第1514号）で申出

のありました司法行政文書の開示について，下記のとおり開示することとしました

ので通知します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

（1）平成27年9月1日付け総務局第一課長，民事局第一課長，刑事局第一課長，

行政局第一課長，家庭局第一課長事務連絡「閉庁時間中に裁判所の夜間郵便受

け等に投かんされた書類の取扱いについて」 （片面で2枚）

（2） 昭和52年3月訟廷執務資料第46号「事件の受付および分配に関する事務

の取扱要領の解説一改訂一」抜粋部分（片面で2枚）

2 開示の実施方法

写しの送付

‐ 担当課秘書課（文書室） 電話03 （3264） 5652 （直通）
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平成27年9月1日

高等裁判所事務局長

地方裁判所事務局長

家庭裁判所事務局長

殿
殿
殿

最高裁判所事務総局総務局第一課長

最高裁判所事務総局民事局第一課長

最高裁判所事務総局刑事局第一課長

最高裁判所事務総局行政局第一課長

最高裁判所事務総局家庭局第一課長

大須賀

福田

香川
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和波

寛之

千恵子
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宏典

閉庁時間中に裁判所の夜間郵便受け等に投かんされた書類の

取扱いについて（事務連絡）

当直に代わる措置として夜間郵便受け等を設置している庁においては，閉庁時間

中に夜間郵便受け等に投かんされた事件関係書類の受付事務として，翌開庁日の受

付日付印を押捺するとともに，その傍らに，前の開庁日の閉庁時刻から翌開庁日の

開庁時刻までの問に投かんされたものであることを付記するなどして，閉庁時間中

に提出されたものであることを明らかにする取扱いが行われています（昭和52年

3月訟廷執務資料第46号「事件の受付および分配に関する事務の取扱要領の解説

一改訂一」 6ページ参照)。

この取扱いは， 当直が置かれていない庁においては，夜間郵便受け等に投かんさ

れた書類が閉庁時間中のいつの時点で提出されたものであるのかを明らかにするこ

とができないため，閉庁時間中に投かんされた書類であることを明らかにし，事件

受付の効果等について裁判官の適切な判断に資することを目的として行われている



ものです。特に控訴状など法律上の提出期間が定められている書類が期間満了日の

閉庁時間中に投かんされたにもかかわらず，控訴等の適法性の判断において，その

期間を徒過した提起であるとして不適法却下されるようなことになれば，結果とし

て， 当直が置かれていないことによる不利益を当事者等に負わせることになりかね

ません。

ついては，事件関係書類が閉庁時間中の夜間郵便受け等に投かんされた場合に，

当事者等の正当な権利の行使が阻害されることのないよう前記の受付事務を遵守す

るとともに，その趣旨について改めて所属の職員（裁判官を含む｡）に周知してい

ただくようよろしくお取り計らいください。

なお，管内の簡易裁判所に対しては，地方裁判所からこの趣旨を周知してくださ

い。
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付
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１
書
類
を
受
領
し
た
と
き
は
、
五
か
ら
十
四
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
閲
醗
、
受
付
日
付
の
塞
蒸
幅
簿
へ
の
登
載
、
符
号

お
よ
び
番
号
等
の
妃
入
、
ち
よ
う
用
印
紙
の
消
印
等
の
手
続
を
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
こ
れ
を
終
元
な
け
れ
ば
な
ら

２
口
頭
に
よ
る
申
述
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
關
書
を
作
成
し
た
と
き
も
右
に
準
ず
る
。

一
右
は
、
受
付
事
務
の
範
囲
を
示
す
と
と
も
に
、
即
日
処
理
の
原
則
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
事
件
の
受
付
・
分
配
事
務
は
、
当
事
者
等
か
ち
提
出
さ
れ
た
雷
類
の
接
受
に
始
ま
り
、
要
領
四
に
列
記
し
た
一
連
の
処
理
を
し
た

上
、
担
当
部
に
配
布
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
の
で
、
要
領
五
か
ら
十
一
ま
で
に
そ
の
取
扱
い
を
示
し
、
同
十
二
か
ら
十
四
ま
で
は
例

外
的
な
場
合
の
取
扱
い
を
示
し
て
い
る
。

二
即
日
処
理
は
、
要
領
六
の
３
の
事
件
係
受
付
日
付
印
の
使
用
方
法
の
制
限
と
密
接
に
関
連
す
る
。
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
受

付
手
続
が
即
日
完
了
し
な
い
と
き
で
も
、
少
な
く
と
も
受
付
日
付
の
表
示
は
即
日
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
事
件
の
受
付
及
び
分
配
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
要
領
の
解
脱
、
七

事
件
の
受
付
お
よ
び
分
配
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
は
、
適
正
か
つ
迅
速
に
行
な
う
と
と
も
に
、
事
件
に
関
す
る
書
類
‐
（
以
下
「
書

類
」
と
い
う
。
）
が
亡
失
ま
た
は
損
傷
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
は
、
事
件
関
係
書
類
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
取
扱
上
の
注
意
を
特
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
家
事
事
件
、
少
年
事
件
及
び
令
状
請
求
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
利
害
、
少
年
の
福
祉
、
捜
査
の
秘
密
の
保
持
等

を
考
慮
し
、
そ
の
内
容
が
漏
れ
な
い
よ
う
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
一
事
件
の
受
付
及
び
分
配
に
関
了
ろ
事
務
の
取
扱
要
領
の
解
説
六

２
当
直
受
付
当
直
員
の
行
う
事
件
関
係
需
類
の
受
付
事
務
は
、
直
接
に
は
各
庁
の
当
直
に
関
す
る
規
程
等
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

る
が
、
受
付
日
付
の
表
示
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
七
年
三
月
二
五
日
付
け
最
高
裁
判
所
秘
書
課
甲
第
九
一
号
事
務
総
長
通
達

「
下
級
裁
判
所
司
法
行
政
文
書
取
扱
要
領
」
に
準
拠
し
て
い
る
過
の
が
多
い
。

当
直
を
命
じ
な
い
場
合
は
、
書
類
受
入
箱
を
設
置
す
る
ほ
か
、
そ
の
庁
の
実
情
に
応
じ
、
緊
急
事
務
処
理
の
た
め
の
職
員
を
指

名
し
、
庁
舎
入
口
付
近
の
見
や
す
い
場
所
に
そ
の
者
の
氏
名
、
連
絡
先
、
電
話
番
号
等
を
掲
示
す
る
等
当
直
に
代
わ
る
適
当
な
措

置
を
購
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
が
そ
の
宿
舎
等
に
お
い
て
事
件
関
係
書
類
を
受
領
し
た
と
き
は
、
書
類
の
第
一
ペ
ー

ジ
の
余
白
（
封
書
に
つ
い
て
は
封
筒
の
適
宜
の
箇
所
）
に
受
領
年
月
日
時
を
記
入
し
て
認
印
し
た
上
、
事
件
係
に
回
送
し
事
件
係

は
要
領
十
二
に
準
じ
て
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
径
）
。
ま
た
、
正
規
の
勤
務
時
間
終
了
後
次
の
出
勤
日
の
勤
務
時
間
開
始
ま
で
の

間
に
書
類
受
入
箱
に
投
入
さ
れ
た
事
件
関
係
書
類
の
受
付
事
務
は
、
出
勤
日
の
最
初
に
行
う
や
こ
〃
場
合
の
受
付
日
付
印
の
日
付

は
、
そ
の
出
勤
日
と
し
、
前
の
出
勤
日
の
退
庁
時
刻
か
ら
当
日
の
登
庁
時
刻
ま
で
の
間
に
投
か
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付

記
す
る
。
投
入
さ
れ
た
事
件
関
係
書
類
が
郵
便
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
要
領
十
一
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
。

注
事
件
受
付
の
た
め
に
は
、
接
受
梱
限
の
あ
る
者
が
自
ら
申
立
書
等
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
左
く
、
申
立
誓
等
が
裁
判
所
に
到

達
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
状
想
に
歴
か
れ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
申
立
密
等
が
受
添
裁
判
所
の
支
配
下
に
砥
か
れ
た
と
客
観
的
に
見
得
る

状
憩
に
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
豐
直
に
代
わ
る
措
歴
と
し
て
書
類
受
入
箱
が
股
腫
さ
れ
た
場
合
、
事
件

受
付
の
効
果
が
い
つ
生
ず
る
か
侭
受
訴
裁
判
所
の
判
断
に
よ
る
こ
と
と
な
る
が
、
一
般
的
に
は
、
右
受
入
箱
へ
の
投
入
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
直
を
命
ず
る
か
ど
う
か
は
そ
の
庁
の
内
部
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
申
立
人
等
の
梅
利
に
消
長
を
来
た
す
べ
き
い
わ
れ

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
緊
急
事
務
処
理
の
た
め
指
名
さ
れ
た
職
員
が
そ
の
宿
舎
等
で
受
領
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
密
類
受
入

箱
の
投
入
に
比
し
、
受
領
日
時
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
い
う
差
異
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

な
い
。
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